
資料５  
 

「首都直下地震の復興対策のあり方に関する検討会」報告書骨子（素案） 
 
１．はじめに 
 
２．検討の経緯等 
 ・これまでの検討の経緯 
 ・本報告書の性格（位置づけ） 
 ・検討の前提条件 
 ・本報告書を読む上での留意事項（マトリクスの見方等） 
 
３．首都直下地震の復興対策に関する課題 
 
（１）国・地方公共団体等の復興体制・復興手順等に関する課題 
 
（２）分野ごとの課題 
 
  ①生活復興の課題 
 
  ②産業復興の課題 
   ・首都圏全体の産業復旧・復興 

・首都圏の産業の非代替性 
   ・地場産業、地元商店街等の復興 
 
  ③都市復興の課題 
 
（３）経済・財政状況に関する課題 
   ・財政制約及び自治体間財政格差 
   ・資金調達 
   ・復旧・復興需要の時間分散 
 
４．分野ごとの時系列課題整理表（マトリクス） 
 
５．今後の検討課題及び留意事項 
 
６．おわりに 
 


